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令和５年度 下半期  財政事情の公表

歳　出	 （単位：千円）

特別会計予算及び収支の状況	 （単位：千円）

村債借入及び償還の状況（一般会計）	 （単位：千円）

村有財産の状況

建　物
32,557㎡

土　地
199,173㎡

基　金
4,638,677,747円

歳　入	 （単位：千円）

款 予算現額Ａ 支出済額Ｂ 割合 B/A %
1 議 会 費 64,600 60,731 94.0 
2 総 務 費 1,193,240 807,500 67.7 
3 民 生 費 672,880 560,477 83.3 
4 衛 生 費 336,800 245,275 72.8 
5 農 林 商 工 費 230,650 138,576 60.1 
6 土 木 費 240,180 121,349 50.5 
7 消 防 費 209,880 194,855 92.8 
8 教 育 費 657,370 452,840 68.9 
9 災 害 復 旧 費 39,600 20,098 50.8 
10 公 債 費 347,560 324,089 93.2 
11 諸 支 出 金 847,570 212,287 25.0 
12 予 備 費 10,000 0 0.0 

歳出合計 4,850,330 3,138,077 64.7 

会 計 名 歳入
歳出 予算現額Ａ 収入・支出済額Ｂ 割合 B/A %

1 明 日 香 村
整 備 基 金

歳入
歳出 39,580 

39,279 99.2 
7,538 19.0 

2 高 松塚壁画
館受託事業

歳入
歳出 7,790 

7,430 95.4 
7,288 93.6 

３
国
民
健
康
保
険

事 業 勘 定 歳入
歳出 819,320 

741,080 90.5 
695,449 84.9 

診 療 施 設
勘 定

歳入
歳出 12,130 

0 0.0 
10,985 90.6 

4 後 期高齢者
医 療

歳入
歳出 129,010 

87,151 67.6 
99,814 77.4 

５
介
護
保
険

保 険 事 業 歳入
歳出 717,870 

563,046 78.4 
577,940 80.5 

介護サービス
事 業 勘 定

歳入
歳出 4,830 

2,119 43.9 
4,443 92.0 

6 飲 料水供給
施 設 事 業

歳入
歳出 20,630 

1,045 5.1 
4,459 21.6 

7 公 有 地 等
住宅開発事業

歳入
歳出 14,970 

2,116 14.1 
158 1.1 

合　  　計 歳入
歳出 1,766,130 

1,443,266 81.7 
1,408,074 79.7 

借　入　先 令 和 ５ 年 9 月
末 現 在 高 借　入　金

令和５年度（10/1 ～ 3/31）償還額
未償還元金

元　　金 利　　子
財 務 省 理 財 局 2,941,960 0 125,755 4,684 2,816,205 
ゆ う ち ょ 銀 行 2,609 0 451 1 2,158 
かんぽ生命保険 1,058 0 539 1 519 
地方公共団体金融機構 1,737,493 0 22,204 7,438 1,715,289 

計 4,683,120 0 148,949 12,124 4,534,171 

歳入歳出外現金会計
	 （単位：千円）

歳 入 歳 出
外 現 金

収入額

267,383

支出額

237,532

款 予算現額Ａ 収入済額Ｂ 割合 B/A %
1 村 税 425,870 406,225 95.4 
2 地 方 譲 与 税 34,120 34,489 101.1 
3 利 子 割 交 付 金 400 260 65.0 
4 配 当 割 交 付 金 3,800 7,318 192.6 
5 株式等譲渡所得割交付金 5,300 8,009 151.1 
6 法人事業税交付金 3,500 5,841 166.9 
7 地方消費税交付金 113,000 111,862 99.0 
8 環境性能割交付金 2,800 5,004 178.7 
9 地 方 特 例 交 付 金 2,600 3,594 138.2 
10 地 方 交 付 税 2,029,500 2,048,784 101.0 
11 分担金及び負担金 27,610 17,701 64.1 
12 使用料及び手数料 11,420 10,960 96.0 
13 国 庫 支 出 金 591,050 316,532 53.6 
14 県 支 出 金 294,970 105,508 35.8 
15 財 産 収 入 5,420 5,794 106.9 
16 寄 附 金 94,890 71,975 75.9 
17 繰 入 金 505,060 332,554 65.8 
18 繰 越 金 370,030 370,048 100.0 
19 諸 収 入 45,090 27,482 60.9 
20 村 債 283,900 19,300 6.8 
21 自動車取得税交付金 0 683 ー

歳入合計 4,850,330 3,909,923 80.6 

一般会計予算収支の状況 〈令和６年３月３１日現在〉
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▲竹上一清さん

定　　員 ２００名（先着順）

対 象 者 村民・村内通勤者

応募方法 電話による申込

応募期間
６月５日（水）〜１９日（水）（土・日を除く）
８時３０分〜１７時
※定員に達し次第締め切ります。

申し込み・問い合わせ
健康づくり課　☎５４-５５５０

○竹上一清さん（上平田）黄綬褒章

　竹上一清さんが、イチゴ・トマトの生産者として地域の模範となり、
イチゴの新技術の普及や「あすかいちご狩りパークの開設」、「アスカル
ビー」のブランド力強化など、明日香村の農業発展に貢献された功績に
より、春の黄綬褒章を受章されました。ご功労に心から敬意を表し、益々
のご健勝とご活躍を祈念します。
　「奈良県指導農業士」としても、イチゴやトマト栽培希望の学生に対す
る指導にあたられ、新たな担い手の育成にも尽力いただいています。

　明日香村国民健康保険診療所を中心に、村
の四季の風景や人々の暮らしを４００日間に
わたり撮影し、昨年２月に奈良県内で上映が
始まったドキュメンタリー映画「明日香に生
きる」。
　「村で生まれ育ち、やがて迎える人生の仕
舞いを村でと願う人たち」が必要とする医療
とは何か？を描いています。
　このたび、全国ロードショーの一区切りと
して村民の皆さまに向けて無料上映会と出演
者を交えたパネルディスカッションを開催し
ます。ぜひご参加ください。

　　　　７月２１日（日）
　　　　１２時３０分開場　１３時開演
　　　　１６時１５分終了予定
　　　　奈良県立万葉文化館　企画展示室
第一部　映画「明日香に生きる」上映
第二部　パネルディスカッション
テーマ　�「夢ある明日香を創る～いつまで

も住み続けたい　そう思える夢あ
る村とは？～」

●パネリスト
・武田以知郎医師
　　明日香村国民健康保険診療所 所長
・佐々木慈瞳さん
　　�僧侶・公認心理師 明日香村国民健康
保険診療所 非常勤カウンセラー

・森川裕一
　　明日香村長
●モデレーター
・杉浦圭子さん
　　元ＮＨＫアナウンサー

令和６年春の褒章5/14

日時

場所

映画「明日香に生きる」再上映決定！映画「明日香に生きる」再上映決定！
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４
月
13
日（
土
）

【
対
象
大
字
】

　

檜
前
・
阿
部
山
・
大
根
田
・
栗
原
・

上
平
田
・
真
弓
・
地
ノ
窪

問
　
御
園
池
の
前
の
道
が
傷
ん
で
い
る
。

車
の
往
来
や
自
転
車
の
利
用
も
多
い
。

要
望
書
も
出
し
て
い
る
が
、
改
め
て
補

修
を
お
願
い
し
た
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柵
も
池
側
へ
倒
れ
掛
か
っ
て
い
る
。
柵

を
修
理
す
る
際
、
道
の
拡
幅
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
住
民
の
声
も
あ
る
。

	

（
檜
前
）

答
　
現
地
確
認
し
た
と
こ
ろ
全
面
的
に

傷
ん
で
い
た
。
危
険
個
所
は
修
繕
し
つ

つ
、
調
査
を
踏
ま
え
て
全
面
的
な
補
修

工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

池
側
へ
の
拡
幅
は
非
常
に
困
難
を
伴

う
。
そ
の
た
め
、
以
前
に
も
お
こ
な
っ

た
待
避
所
の
形
も
含
め
て
考
え
た
い
。

	

（
地
域
づ
く
り
課
長
）

問
　
都
市
計
画
道
路
の
檜
前
線
の
決
定

か
ら
50
年
経
つ
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。	

（
檜
前
）

答
　
現
状
は
沿
道
の
土
地
利
活
用
の
計

画
が
な
い
た
め
、
進
捗
の
な
い
状
況

で
あ
る
。
檜
前
線
が
で
き
る
と
国
道

１
６
９
号
か
ら
の
車
両
流
入
増
加
に
よ

る
騒
音
や
振
動
の
心
配
も
あ
る
。

　

	

（
地
域
づ
く
り
課
長
）

答
　
過
去
に
も
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
村
と
し
て
は
前
向
き
に
進
め
た
い

が
、
地
権
者
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
か

ら
は
否
定
的
な
ご
意
見
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
国
道
１
６
９
号
周
辺
に
お
け

る
全
体
交
通
量
の
分
散
方
法
も
併
せ
て

考
え
て
い
き
た
い
。	

（
村
長
）

問
　
キ
ト
ラ
か
ら
高
松
塚
方
面
へ
南
北

に
走
る
道
路
に
つ
い
て
、
ハ
イ
ス
ピ
ー

ド
の
車
や
追
い
越
し
も
あ
っ
て
危
険
で

あ
る
。
通
学
路
で
も
あ
る
の
で
、
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。	

（
檜
前
）

答
　
特
に
村
道
か
ら
県
道
に
変
わ
る
い

お
り
野
交
差
点
の
要
望
は
い
た
だ
い
て

い
る
。
警
察
と
の
協
議
を
続
け
な
が
ら
、

中
和
土
木
事
務
所
と
減
速
帯
の
設
置
に

よ
る
ス
ピ
ー
ド
抑
制
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。	

（
村
長
）

問
　
真
弓
鑵
子
塚
古
墳
の
管
理
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。	

（
真
弓
）

答
　
真
弓
鑵
子
塚
古
墳
の
価
値
は
非
常

に
高
い
こ
と
が
発
掘
調
査
で
分
か
っ
て

い
る
。
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、

早
急
に
史
跡
指
定
を
経
て
適
切
な
管
理

を
し
て
い
き
た
い
。
地
元
で
も
合
意
形

成
に
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

	

（
村
長
）

問
　
飛
鳥
駅
前
交
差
点
の
「
進
入
禁
止
」

表
示
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
に
く
く
危

険
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

オ
ー
プ
ン
に
伴
い
交
通
の
増
加
も
見
込

ま
れ
る
の
で
対
応
願
い
た
い
。	

（
真
弓
）

答
　
現
場
の
状
況
を
確
認
し
、
警
察
へ

規
制
対
応
可
能
か
協
議
す
る
。

	

（
地
域
づ
く
り
課
長
）

答
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
現
況

を
確
認
の
上
、
総
務
財
政
課
で
対
応
す

る
。
警
察
協
議
に
つ
い
て
は
村
か
ら
も

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、
皆
さ
ま
か

ら
も
交
番
の
方
へ
声
が
け
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
。	

（
村
長
）

問
　
西
明
日
香
に
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

文
化
財
展
示
室
等
を
作
っ
て
も
ら
え
な

い
か
。	

（
真
弓
）

答
　
飛
鳥
駅
を
交
通
の
起
点
と
し
て
、

公
共
交
通
で
移
動
し
て
も
ら
い
た
い
。

西
明
日
香
で
の
駐
車
場
確
保
に
つ
い
て

は
民
間
事
業
者
と
も
議
論
し
て
い
る
が
、

大
規
模
な
も
の
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
飛
鳥
周
遊
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と
し
て
、
高
松

塚
古
墳
壁
画
の
保
存
公
開
施
設
と
国
営

飛
鳥
歴
史
公
園
館
の
一
体
整
備
を
要
望

し
て
い
る
。	

（
村
長
）

【
そ
の
他
意
見
】

・�

道
の
駅
に
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

設
置
を
希
望
す
る
。	

（
地
ノ
窪
）
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答
　
村
の
様
々
な
施
設
を
ど
う
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
石

神
遺
跡
や
小
墾
田
宮
が
発
掘
調
査
中
で

あ
る
た
め
、
整
備
の
検
討
に
は
時
間
を

要
す
る
。	

（
文
化
財
課
長
）

答
　
こ
れ
ま
で
に
駐
車
場
の
対
策
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
は
、
発
掘
調
査

を
進
め
て
も
ら
っ
て
い
る
。
建
替
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
暫
定
的
に
で

き
る
こ
と
か
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

	

（
村
長
）

問
　
各
大
字
に
あ
る
貴
重
な
財
産
で
あ

る
道
標
の
補
修
な
ど
手
当
が
必
要
な
状

況
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
遺
産
に
対
し

て
の
説
明
書
き
の
設
置
な
ど
も
検
討
い

た
だ
き
た
い
。	

（
越
）

答
　
現
在
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
を

中
心
に
解
説
板
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

世
界
遺
産
以
外
の
文
化
遺
産
も
対
応
し

て
い
け
た
ら
と
思
う
。
道
標
の
保
存
状

況
は
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

	

（
文
化
財
課
長
）

問
　
エ
バ
グ
リ
ー
ン
が
開
業
し
、
集
落

内
の
交
通
量
増
加
を
心
配
し
て
い
た
が
、

現
時
点
で
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
増
え
た
場
合
、
対
策
に
つ
い
て

行
政
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。	

（
越
）

答
　
開
業
日
の
飛
鳥
駅
周
辺
は
か
な
り

渋
滞
し
て
お
り
、
越
集
落
内
の
通
り
抜

け
も
一
部
見
受
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
後

は
渋
滞
も
少
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
踏
切
か
ら
国
道
に

出
る
信
号
に
つ
い
て
、
早
急
に
現
況
の

交
通
量
に
対
応
し
た
制
御
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
申
入
れ
を
し
て
い
る
。

	

（
地
域
づ
く
り
課
長
）

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
内
容
を
知
り
た

い
。
中
山
間
地
は
集
約
農
業
で
な
い
と

管
理
で
き
な
い
と
い
う
の
が
実
態
だ
と

思
う
。	

（
真
弓
）

答
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
例
と
し
て
、
田

の
水
の
管
理
や
草
刈
等
の
省
力
化
の
取

り
組
み
が
あ
る
。
そ
の
場
所
に
適
し
た

も
の
を
選
択
し
、
実
施
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。	

（
副
村
長
）

問
　
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
、
村

道
平
田
阿
部
山
線
の
北
向
き
走
行
や
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
高
松
塚
周
辺
地
区
を

通
る
県
道
野
口
平
田
線
の
速
度
制
限
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

	

（
檜
前
い
お
り
野
）

答
　
速
度
制
限
は
管
轄
し
て
い
る
警
察

へ
申
入
れ
を
、
路
面
標
示
な
ど
は
警
察

４
月
20
日（
土
）

【
対
象
大
字
】

　

下
平
田
・
中
平
田
・
南
平
田
・
越
・
御
園
・

檜
前
緑
ヶ
丘
・
檜
前
緑
台
・
檜
前
い
お

り
野

問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
効
果

は
あ
る
が
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
取
り
替
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
の
費
用
も
補

助
い
た
だ
け
な
い
か
。	

（
中
平
田
）

答
　
村
か
ら
の
補
助
は
新
設
分
の
み
で
、

維
持
費
は
対
象
で
は
な
い
。
現
在
、
機

器
の
増
設
や
更
新
に
お
け
る
補
助
制
度

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

	

（
総
務
財
政
課
長
）

問
　
広
場
の
出
口
に
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
く
す
ん
で
し
ま
い
、
機
能
し
て

い
な
い
。	

（
中
平
田
）

答
　
担
当
者
が
現
地
確
認
の
上
、
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
く
。	

（
総
務
財
政
課
長
）

問
　
平
田
川
の
河
川
改
修
が
進
ん
で
お

ら
ず
、
地
元
と
村
、
県
で
話
し
合
う
機

会
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
進
捗
状

況
を
知
り
た
い
。	

（
中
平
田
）

答
　
中
和
土
木
事
務
所
に
現
況
と
今
後

の
対
応
を
書
面
で
提
出
す
る
よ
う
申
し

入
れ
て
い
る
。
分
か
り
次
第
、
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。	

（
地
域
づ
く
り
課
長
）

問
　
世
界
遺
産
登
録
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
も
っ
と
垂
れ
幕
を

設
置
し
て
は
い
か
が
か
。	

（
越
）

答
　
現
在
、
垂
れ
幕
は
役
場
庁
舎
、
万

葉
文
化
館
、
公
民
館
の
３
か
所
に
あ
る
。

景
観
に
配
慮
し
、
少
な
い
設
置
箇
所
で

効
果
的
に
掲
出
し
て
い
き
た
い
。
駅
前

な
ど
の
掲
出
方
法
も
考
え
て
い
き
た
い
。

	

（
総
合
政
策
課
長
）

問
　
埋
蔵
文
化
財
展
示
室
に
冷
暖
房
設

備
が
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や

観
光
客
に
酷
な
環
境
で
あ
る
。
窓
を
開

け
る
と
見
え
る
プ
ー
ル
跡
も
も
う
少
し

き
れ
い
に
し
て
も
ら
い
た
い
。	

（
越
）

TOPICS
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や
道
路
管
理
者
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。	

（
副
村
長
）

答
　
警
察
か
ら
速
度
制
限
を
す
る
な
ら

管
理
者
を
一
本
化
す
る
よ
う
に
と
の
指

摘
が
あ
り
、
村
道
か
ら
県
道
に
し
て
い

た
だ
く
要
望
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
警
察
か
ら
は
、取
り
締
ま
り
を
行
っ

た
と
こ
ろ
村
民
の
違
反
が
多
く
、
苦
情

が
あ
っ
た
と
も
聞
い
て
い
る
。	
（
村
長
）

問
　
今
年
度
の
小
学
校
の
プ
ー
ル
授
業

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。予
算
に
プ
ー

ル
改
修
費
用
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

	

（
檜
前
い
お
り
野
）

答
　
昨
年
度
に
地
盤
調
査
を
行
い
地
盤

が
原
因
で
な
い
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、

修
繕
の
必
要
な
箇
所
が
複
数
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
ろ
過
機
等
の
設
備
も
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
引

き
続
き
民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

で
授
業
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

	

（
教
育
長
）

答
　
プ
ー
ル
修
繕
に
つ
い
て
は
、
予
算

面
か
ら
教
育
委
員
会
に
再
検
討
を
求
め

て
い
る
。	

（
村
長
）

問
　
高
齢
の
一
人
世
帯
が
多
く
、
防
災

も
含
め
自
治
会
の
つ
な
が
り
が
大
切
と

感
じ
て
い
る
。
緊
急
時
の
連
絡
先
や
対

応
策
を
自
治
会
で
調
査
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
村
の
協
力
を
願
い
た
い
。

	

（
南
平
田
）

答
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
共
有

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
加
え
て
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
化

と
な
っ
た
た
め
、
自
主
防
災
組
織
に
順

次
、
作
成
の
声
か
け
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。	

（
健
康
づ
く
り
課
長
）

問
　
南
平
田
の
避
難
所
と
し
て
飛
鳥
歴

史
公
園
は
遠
い
た
め
、
民
有
地
を
貸
し

て
い
た
だ
き
た
い
。	

（
南
平
田
）

答
　
災
害
時
の
安
否
確
認
場
所
を
民
有

地
に
指
定
す
る
事
例
は
あ
る
が
、
大
字

と
地
主
で
交
渉
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。	
（
総
務
財
政
課
長
）

問
　
配
布
資
料
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
へ

の
性
別
記
載
は
不
要
で
な
い
か
。

	

（
中
平
田
）

答
　
配
慮
不
足
で
あ
っ
た
。
対
応
し
て

い
く
。	

（
総
合
政
策
課
長
）

問
　
エ
バ
グ
リ
ー
ン
の
開
業
が
予
定
よ

り
早
く
、
交
差
点
の
右
折
レ
ー
ン
が
で

き
て
い
な
い
。
当
初
の
予
定
と
は
異
な

る
。	

（
越
）

答
　
警
察
や
土
木
事
務
所
に
工
事
の
早

期
完
了
を
目
指
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

よ
り
早
い
店
舗
開
業
と
な
っ
た
。
調
整

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。	

（
村
長
）

【
そ
の
他
意
見
】

・�

文
化
協
会
で
発
行
し
て
い
る
善
信
尼

の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
制
作
費
用
を
支
援

し
て
い
た
だ
き
た
い
。	

（
越
）

・�

大
字
の
集
ま
り
が
あ
り
、
車
座
に
参

加
で
き
な
い
大
字
が
あ
る
。
開
催
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
早
く
連
絡
し
て

い
た
だ
き
た
い
。	

（
越
）

・�

高
齢
者
の
住
宅
火
災
が
全
国
的
に
見

受
け
ら
れ
る
が
、
オ
ー
ル
電
化
に
す

る
た
め
の
助
成
制
度
を
検
討
い
た
だ

き
た
い
。	

（
檜
前
緑
ヶ
丘
）

・�

総
代
会
や
車
座
集
会
等
の
配
布
資
料

を
村
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

	

（
檜
前
い
お
り
野
）

・�

小
学
校
の
水
泳
授
業
を
民
間
委
託
し
、

泳
力
向
上
に
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る

の
か
、
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
と
比
較
、

分
析
し
て
今
後
の
方
向
性
を
検
討
い

た
だ
き
た
い
。	

（
檜
前
い
お
り
野
）

車
座
集
会
（
明
日
香
座
）

を
開
催
し
ま
す
！

　

村
政
へ
の
意
見
や
提
案
を
い
た
だ

く
た
め
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

■
第
５
回

《
日
時
》　
６
月
１
日（
土
）19
時
～

《
場
所
》　
役
場
交
流
ホ
ー
ル

《
対
象
大
字
》

　
豊
浦
・
雷
・
小
山
・
奥
山
・
飛
鳥
・

八
釣
・
東
山
・
小
原

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
合
政
策
課

　
☎
５
４-

９
０
１
８
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静寂閲覧室 閲覧室 キッズルーム

明日香村図書室を移転しました！
　明日香村図書室は健康福祉センター「たちばな」１階へ移転しました。
　一般書、児童書を中心に蔵書しています。たくさんの方のご利用をお待ちしています。

【利用時間】　（平日）９時～１９時　（土・日・祝日）９時～１７時
【休室日】　年末年始・月曜日（祝日の場合は翌日）
【問い合わせ】　教育課　　　　　☎５４-３６３７
　　　　　　　明日香村図書室　☎５４-４４３０

令和６年度明日香村教育の指導方針
目指す子ども像 ○�郷土を知り、郷土を愛し、郷土に誇りを持ち、郷土を語れる子ども

○�夢に向かって自らの生き方を切り開く意欲あるたくましい子ども

基　本　理　念 ○�「郷土に誇りをもち、自らの生き方を切り開くたくましい子どもの育成」
○�「夢に向かって力強く生きていく意欲ある人づくり」

重点指導目標
１．�「確かな学力」を育成

する教育の推進
　１２年間の一貫した教育課程
を基本に、基礎的・基本的な言
語力・知識・技能を習得し、主
体的な学習活動を通して、確か
な学力を身につけ、思考力、判
断力、表現力を育成する。

●�基礎的な言語力の育成と学習規
律の確立
●�基礎学力の定着に向けた指導方
法の確立や学力補充対策などに
よる学力の向上
●�自ら考え、取り組み、学びを深
める子どもの育成
●�幼小中１２年間を見通した教育
課程の策定
●�小中教員の相互乗り入れや専門
教育の拡充
●ＩＣＴを活用した教育の推進
●�県下統一の校務支援システムの
活用

４．一つの明日香村立学校
コミュニティスクールとし
ての教育の推進
　教職員の連携と指導力の向上、
学校・保護者・地域住民の連携
による地域教育力の向上及び学
習環境の整備により、開かれた
学校づくりを進め、幼小中を一
つの村立学校「コミュニティス
クール」として、学校経営の充
実を図る。

●�教職員の意識改革と資質の向上
●�学校評価を活用した学校運営の改善
●�小規模校のメリットを活かした教育
の充実
●�幼小中教職員の組織力向上
●�自然体験活動などの環境教育の充実
●�安全・安心な学校環境づくり
●�家庭教育の充実
●�特別支援教育の充実
●�地域と共にある開かれた学校づくり
●�学校・地域コミュニティの推進

３．�「健やかな心身」を育
成する教育の推進

　学校における体育指導や健康
教育の充実により、体力の向上
を図ると共に、積極的に運動に
親しみ、生涯を通じて自らの健
康を保持・増進できる実践力を
育てる。

●�発達段階に応じた体力・健康づ
くり推進プランの策定
●�体力・運動能力・運動意欲の向
上
●�幼児期の運動遊び、小中学校で
の様々なスポーツ経験の機会の
提供
●�教育活動全体を通じた健康教
育・食育の充実

２．�「豊かな人間性」を育
成する教育の推進

　将来の自立に向けて、様々な
体験・活動を通して感性を磨き、
規範意識・人権感覚・コミュニ
ケーション能力を向上させ、豊
かな人間性と社会性を育成する。

●�感性を高めるための特徴ある幼
児教育の研究開発
●�郷土明日香を英語で語れる「明
日香に根ざした国際人」の育成
●�「世界遺産学習」を進める郷土
学習プログラムの実践・世界遺
産学習副読本の編纂
●�道徳教育、人権教育の充実
●�ユネスコが提唱するＥＳＤ及び
ユニセフが提唱するＳＤＧｓの
視点を取り入れた教育の実践

TOPICS・シリーズ
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世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座

世
界
遺
産
講
座隋・唐

高句麗

新羅

百済

日本

在
来
文
化
と
の
融
合

最新技術と文化を求めた

緊迫した国際情勢に対応した
強い国づくりをめざし

そ
の
後
の
都
城
の
あ
り
方
に

多
大
な
影
響

独
自
の
中
央
集
権
体
制

　
　
　

に
基
づ
く
宮
都
の
実
現

宮殿・官衙跡

仏教寺院跡

墳　墓

飛鳥の宮都 藤原の宮都
古
代
中
央
集
権
国
家
の
誕
生

中
央
集
権
体
制
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

宮
都
の
完
成

天皇の住居に儀式と
政治の空間を追加

有力氏族の氏寺と
して各地に建立

前方後円墳をやめ、
方墳を採用。
規模の縮小化。

地形や状況にしたがって
立地している空間

藤原宮を中心に計画的
に配置した都城

大極殿を中心に儀式・
政治空間に役所を統合

宮都に計画的に配置
された国家寺院を建立

天皇陵とされる日
本独自の八角墳を
創出

▲協議会ＨＰ

　
「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
、
中
央
集
権
体
制

に
基
づ
く
宮
都
が
日
本
で
初
め
て
誕
生

し
た
証
拠
で
あ
り
、
そ
れ
を
橿
原
市
、

桜
井
市
、
明
日
香
村
に
あ
る
、
宮
殿
跡
・

寺
院
跡
・
墳
墓
の
22
の
構
成
資
産
で
証

明
で
き
る
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
へ
の

登
録
を
目
指
し
て
い
る
遺
跡
群
で
す
。

22
の
構
成
資
産
の
う
ち
、
明
日
香
村
に

は
15
の
資
産
が
所
在
し
ま
す
。

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」の
証
明
の
た
め
、

10
の
評
価
基
準
の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上

に
合
致
す
る
と
と
も
に
、
完
全
性
や
真

実
性
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
２
つ
の
評
価
基
準

を
適
用
し
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
建
築
・

土
木
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
積
極
的
な
価
値
観
の
交
流
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
の
平
城
京
や
平
安
京
な
ど
日
本
の
都

づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
か
ら

で
す
。

 　

２
つ
目
は
、「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
定
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
宮
殿
の
位
置
が
一
箇
所

に
固
定
化
さ
れ
、
さ
ら
に
は
宮
殿
を
中

心
に
計
画
的
に
配
置
さ
れ
た
日
本
で
初

め
て
誕
生
し
た
中
央
集
権
体
制
に
基
づ

く
宮
都
の
形
成
過
程
を
、
宮
殿
跡
・
寺

院
跡
・
墳
墓
に
よ
っ
て
わ
か
り
や
す
く

示
す
こ
と
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

明
日
香
村
が
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

せ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
住
民
の
皆
さ
ま

に
よ
り
飛
鳥
時
代
の
資
産
が
良
好
な
状

態
で
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
と
、
明
日
香

法
制
定
に
あ
わ
せ
て
、
積
極
的
に
文
化

財
調
査
が
進
め
ら
れ
、
明
日
香
村
に
あ

る
埋
蔵
文
化
財
等
の
資
産
の
価
値
が
解

明
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
た
め
で
す
。

　

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続

け
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
資
産
を
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
は
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
令
和
８
年
の
世

界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
応
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
明
日
香
村
総
合
政
策
課
）

　
「
飛
鳥
・
藤
原
」
の
公
式
Ｈ
Ｐ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。「
飛
鳥
・
藤
原
」

の
紹
介
に
加
え
、「
保
存
・
活
用
の
取
り

組
み
」、そ
し
て
お
子
さ
ま
に
も「
飛
鳥・

藤
原
」
に
興
味
や
親
し
み
を
も
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
「
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
お
知
ら
せ
）

　
「
明
日
香
を
さ
ぐ
る
」
は
広
報
７
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

第
23
講

　

世
界
遺
産
講
座
第
23
講
で
は
、
４
月
15
日
に
世
界
遺
産
「
飛
鳥
・
藤

原
」
登
録
推
進
協
議
会
か
ら
文
化
庁
へ
提
出
さ
れ
た
推
薦
書
の
概
要
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ
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揮毫者の西岡善信氏（2019 年没）は、明日香村出
身の映画美術監督で、大映が制作した約 180 本の
映画で美術監督を務められた。2005 年に明日香村
名誉村民となられ、生家のある明日香村の栢森集
落の入口に 2012 年３月に明日香村や文化協会に
よって西岡氏揮毫の歌碑が建立された。当日は西
岡邸で除幕式のあと、八雲琴の演奏や万葉朗唱な
どが行われた。万葉歌は「川を詠む」として紹介
された平凡な歌であるが、「今すぐにも出かけて
行って、聞けるものなら聞きたいものだ。飛鳥川
に春雨が降り続いて激しく流れる川音を…」と、
故郷を離れて活躍された西岡氏の郷愁をふと思わ

せるような歌だ。静かな栢森では明日香川上流の水音がきょうも変わらず聞こえている。
「みんなで歌おう童謡唱歌」の会は、毎月第1木曜日（11 時～正午）に開催しています。

さわらび特別講演会「『翔風』にみる犬養孝と教え子たち」
　６月３０日（日）１３時～１５時（１２時３０分開場）
　山内英正氏（犬養万葉記念館に協力する会前役員）
　会場：犬養万葉記念館（先着３０名　要申込　無料）

● 明日香村の万葉歌碑を歩く39

＜営業時間＞
１０時～２０時

最終受付　１９時３０分

太子の湯 月 火 水 木 金 土 日さらら 大海人
男 女 1 2

女 男 3 4 5 6 7 8 9

男 女 10 11 12 13 14 15 16

女 男 17 18 19 20 21 22 23

男 女 24 25 26 27 28 29 30
休館日：■■

あすかゆったり

イベントカレンダー
●絵手紙教室
　毎月第２、４水曜日　９時～正午
　どなたでも気軽に絵手紙を楽しめます。
　詳しくはセンター受付までお尋ねください。

●楽しょ教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　うまく書くのではなく想像し楽しみながら創り上げて
いく脳トレ書道です。

●健康マージャン教室
　毎月第１・３水曜日　９時～正午
　全く知らない方でも講師がゆっくりと分かりやすく解
説してくれますので安心です。

●定期更新／新規受付
　６月２７日（木）～　　　　
　村民高齢者３，０００円／村民大人５，０００円　
　村外高齢者３，３００円／村民大人５，５００円

●�ほぐし屋　楽楽
　施術可能日は、ほぐし屋楽楽掲示板およびセンター受
付までお尋ねください。

　入れ墨・タトゥーのある方、泥酔の方のご入浴は固く
お断りします。

明日香村健康福祉センターたちばな
明日香村大字立部７４５番地　☎５４ー５３３０

＊女湯限定 （白湯）＊　　　　　　　　　　
●６月２日（日） 　スカイミントの湯　
　あせも、肩こり、神経痛、疲労回復、
冷え性、腰痛などに対する効能がある、
さわやかなお湯です。

●６月１６日（日）　健美泉
　香り豊かな薬湯でじっくり身体を温め血行促進の効果
があり痛みをやわらげます。

靴を脱がないで入館できます。
（一部、土足禁止エリアあり）

万葉だより・太子の湯
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月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

【問い合わせ】明日香村子育て世代包括支援センター（明日香村大字橘２１番地）　☎５４–５５５０

【カレンダー詳細】
●アミィクラブ ･･･０歳～就園前のお子さんとその保護者を対象に、明日香保育園で開催します。
　　　　　　　　　要予約　☎５４－４１３８
●３歳６ヶ月児健診 ･･･ 対象の方には個別通知します。
●ママのリフレッシュ DAY･･･ クラフトテープを使ってかわいいカゴを作ります。
　　　　　　　　　　　　　 　参加希望の方は下記までお申し込みください。

みらいっ子ルーム
【時　間】月～金　９時～１６時３０分
　　　　　　　　 （ランチタイム１１時３０分〜１３時）
※各教室の開催時間は１０時〜１１時３０分です。

【場　所】明日香幼稚園内　☎５４-５００１

･･･ マコリエ（０～３歳児対象　自由参加）
･･･ らっこ教室（登録された０・１歳児対象）
･･･ くまさんといっしょくらぶ
　　（登録された２・３歳児対象）

･･･ みらいっ子ルーム開放日
閉室日：■■

　教室の詳しい内容、持ち物等は子育て支援アプリ
「あすかっこ！」でご確認ください。

「梅雨の製作・
歯のおはなし」

絵本の日

AM 閉室

●３歳６ヶ月児
　健診

AM 閉室

製作の日
「梅雨の製作」

戸外あそび
「どろんこあそ
び」

●アミィクラブ
「�乳児のむし歯
予防教室」

「はじめての
お口ケア・
ふれあいあそび」

「親子ほっこり体
操」
※��福祉センター

にて開催

さわってあそぼ
う

「�スライムづく
り」

体をつかってあ
そぼう

「サーキットあそ
び」

ママの
リフレッシュ DAY

「カゴづくり」
※要予約

戸外あそび
「おさんぽ」

６月 あすかっこ
子育てカレンダー

毎月１９日は食育の日です。
あすかっこの今年度の食育目標は
『朝ごはんをしっかり食べよう』

です。

読み聞かせボランティア「あ
かずきん」さんにお越しいた
だき、絵本や紙芝居、人形劇
などを楽しみます。

開催場所に
お気をつけください！！

子育て
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公民館主催講座のご案内
☆飛鳥史学文学講座
【日時】６月９日（日）
　　　（午前の部）１０時～正午
　　　（午後の部）１３時～１５時
【場所】明日香村中央公民館　１階　ホール
【午前の部講師】
　�明日香村教育委員会文化財課課長補佐・
　関西大学非常勤講師　西光　慎治
【内容】飛鳥の仏たち川原寺と川原寺裏山遺跡
　　　　－川原寺裏山遺跡発掘５０周年－

【午後の部講師】
　作家・関西大学客員教授　玉岡　かおる
【内容】皇王のしるし・神剣の系譜
※�明日香村在住の方、関西大学学生、本講座
に興味のある中高生は受講料無料です。
　�明日香村の皆さまのご受講を、心からお待
ちしています。

【問い合わせ】
　関西大学教育後援会
　☎０６–６３６８–００５５

・
鳥
達
が
桜
咲
い
た
ね
き
れ
い
だ
ね

　

さ
え
ず
り
の
輪
に
吾
も
加
わ
る	

西
村　

道
子

・
菜
花
か
げ
蛙
な
く
な
り
ひ
っ
そ
り
と

　

け
ろ
り
初
鳴
き
夕
風
に
の
り	

森
田　

幸
子

・
足
悪
し
介
護
運
動
杖
を
突
き

　

下
車
す
る
折
は
夫
の
手
借
り
ぬ	

吉
田　

清
子

・
満
開
の
桜
に
誘
わ
れ
歯
医
者
ま
で

　

ペ
ダ
ル
軽
々
学
生
気
分	

脇
田　

智
子

・
咲
い
た
よ
と
誰
に
と
も
な
く
つ
ぶ
や
い
て

　

一
り
ん
二
り
ん
の
さ
く
ら
を
あ
お
ぐ	

奥　

ま
さ
み

・
駅
前
の
企
業
立
地
の
出
来
栄
え
の

　

屋
根
美
し
く
幸
賜
わ
り
し	

森
本　

博
文

・
底
冷
え
の
亀
形
石
は
静
か
な
り

　

水
の
音
す
る
人
ひ
と
り
来
ず	

松
本　

義
夫

・
か
ぎ
ろ
ひ
を
待
つ
間
の
寒
し
温
か
き

　

葛
湯
の
カ
ッ
プ
両
手
で
包
む	

藤
川　

幹
代

・
麗
ら
か
に
歩
み
い
き
た
し
う
ら
は
ら
に

　

乾
く
唇
ざ
ら
つ
く
心	

井
本　

智
子

・
仕
事
終
え
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
贈
ら
れ
た

　

わ
た
し
を
励
ま
す
ミ
モ
ザ
の
ブ
ロ
ー
チ

	
森
本　

千
鶴
子

・
ひ
な
壇
を
家
族
で
飾
っ
た
幼
少
期
の

　

娘
思
い
出
す
今
は
母
親	

森
本　

武
志

・
庭
に
咲
く
根
深
き
タ
ン
ポ
ポ
憎
々
し

　

幼
き
心
忘
れ
し
今
は	

上
中　

幾
代

・
写
メ
ー
ル
送
り
し
友
よ
病
院
よ
り

　
「
ウ
イ
ッ
グ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
満
面
の
笑
み

	

尾
関　

常
子

・
防
護
服
、
マ
ス
ク
、
メ
ガ
ネ
に
花
粉
避
く

　

春
の
花
見
は
く
し
ゅ
ん
苦
春
と	

豊
田　

絹
代

・
わ
が
祖
母
は
祖
父
亡
く
し
母
一
歳
を

　

婚
家
に
託
し
き
シ
ア
ト
ル
永
住	

勝
川　

京
子

・
荻
青
し
平
城
宮
跡
明
る
く
て

　

見
慣
れ
し
景
に
あ
り
し
日
偲
ぶ	

脇
本　

雅
子

・
青
空
を
仰
い
で
見
れ
ば
細
い
枝

　

重
な
り
合
っ
て
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う	

山
本　

修

・
朝
日
歌
壇
投
稿
続
け
し
長
尾
氏
は

　
「
生
き
る
」
重
み
の
歌
残
し
逝
く	

田
中　

祥
子

・
知
恵
し
ぼ
り
明
日
香
の
子
ら
は
取
り
組
み
ぬ

　

仮
面
劇
な
る
〈
伎
楽
〉
麗
し	

友
田　

昌
子

・
壷
阪
の
弥
生
の
空
に
立
ち
た
ま
ふ

　

大
観
音
に
春
告
げ
る
雨	

米
田　

郁
夫

・
髪
染
め
し
朱
雀
の
い
ろ
に
変を
若
ち
返
り

　

ま
さ
に
飛
び
立
つ
わ
た
し
の
つ
ば
さ	

米
田　

靖
子

・
年
老
い
て
共
に
白
髪
に
な
り
ぬ
と
も

　

心
は
ま
る
く
手
を
と
り
お
う
て	

辰
巳　

陽
子

公民館からのお知らせ 問い合わせ：教育課　☎５４ー３６３７

短短  

歌歌

公民館だより
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▲申込受付フォーム

～定期的にがん検診を受けましょう～
　がんの早期発見・早期治療のため、明日香村ではがん検診を実施しています。がん検診の受診方
法は、集団がん検診（１１月実施予定）と個別がん検診の２通りがあります。
　個別がん検診は、医療機関で受診できる検診です。通常、検診は保険適用外となるため、検査内
容によっては費用が数万円と高額になる場合があります。村の検診を利用すると、その費用が２～
３割程度になります。無料対象者については、下表の注意事項をご覧ください。
　がん検診は、加入している医療保険の種類に関係なく、年齢や性別の条件を満たす村民であれば
どなたでも受けることができます。

【個別がん検診実施期間】
　令和７年２月２８日まで（乳がん検診・子宮がん検診は令和７年３月３１日まで）
検診の種類 対象者 検診内容 自己負担金 実施期間 実施医療機関 備考

胃がん検診

５０歳以上
①問診
②胃内視鏡
　（胃カメラ）

５，０００円

令和７年
２月２８日まで

済生会中和病院
中井記念病院

南奈良総合医療センター

・�胃内視鏡は２年に１
回の検診です。昨年
度胃内視鏡で検診を
受けた方は、今年度
胃がん検診（バリウ
ム、内視鏡）を受け
ることはできません。

４０歳以上

①問診
②胃透視
　（バリウム）

２，０００円

登録医療機関
大腸がん検診 ①問診

②検便 無料 ―

肺がん検診

①問診
②�レントゲン １，０００円

・�喀痰検査は対象に該
当される方が受診可
能です。

①問診
②�レントゲン
③喀痰検査
　（該当者）

１，７００円

乳がん検診
①問診
②�マンモグラ
フィ

２，０００円

令和７年
３月３１日まで

済生会中和病院
平尾病院
平成記念病院
河田胃腸科医院
鎌田医院田園診療所
済生会御所病院

・�国の指針により、視
触診はありません。

・�２年に１回の検診で
す（無料クーポン対
象の年度に限り続け
て受診できます）。

子宮がん検診 ２０歳以上

①問診
②頸部細胞診 ２，０００円

奈良県内の
登録医療機関

・�体部検診については、
医師の診察により受
診可能です。

・�２年に１回の検診で
す（無料クーポン対
象の年度に限り続け
て受診できます）。

①問診
②頸部細胞診
③体部検診

３，５００円

注意事項

・胃がん検診（胃内視鏡）、乳がん検診、子宮がん検診は、２年に１回の検診です。
・�年齢は、全て令和７年４月１日時点での年齢です。（例：４０歳以上→昭和６０年４月１日以前に生ま
れた方）
・７０歳以上の方・無料クーポン券対象の方は無料になります。
・生活保護世帯の方・非課税世帯の方は健康づくり課への事前申請により無料になります。
・�明日香村国民健康保険被保険者（加入）の方は、助成制度があります。詳しくは住民課（５４-
２２８２）へお問い合わせください。
・�期限が近くなると予約が取れず受診できない場合がありますので、各医療機関に予約の上、早めに受診
してください。

　検診を定期的に受けることで、がんの早期発見・早期治療につながります。早く見つかれば治る
可能性が高くなり、治療の選択肢が増えることもあります。ぜひ、がん検診を受けましょう！
【お知らせ】�個別がん検診の申込受付がフォームからできるようになりました！
　　　　　　いつでもどこからでも申し込みができます！
【注意】年度内に同じ検診を重複して受診することはできません。
【問い合わせ】健康づくり課　☎５４－５５５０

個別がん検診のお知らせ

健　康
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▲３月教室でのパズル制作

個
別
健
康
相
談

　

個
別
健
康
相
談
で
は
、
健
診
の
結
果

や
、
日
頃
の
運
動
・
食
事
な
ど
の
生
活

習
慣
で
気
に
な
る
こ
と
を
相
談
で
き
ま

す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

等
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
６
月
７
日（
金
）、19
日（
水
）（
要
予
約
）

・
一
人（
一
組
）30
～
40
分
程
度

・
９
時
30
分
～
15
時
30
分
最
終
予
約

【
内
容
】

　

専
門
職
（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動

指
導
士
等
）に
よ
る
指
導
・
相
談

　

個
別
に
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
提

案
し
ま
す
。

【
場
所
】　
役
場
相
談
室

【
利
用
料
金
】　
無
料

【
お
知
ら
せ
】

・�

訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・�

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
当
日
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

明
日
香
村
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

拠
点
活
動

　

今
月
の
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
活

動
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。速
歩
ト
レ
ー

ナ
ー
の
貸
出
を
希
望
す
る
方
は
活
動
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
６
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
９
時
45
分
～
11
時
45
分

【
内
容
】

・
お
で
か
け
健
康
法
の
紹
介

・�

速
歩
ト
レ
ー
ナ
ー
の
貸
出
・
診
断
・

返
却

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

血
圧
測
定
、
体
組
成
（
体
脂
肪
や
筋

肉
量
な
ど
）測
定

【
場
所
】　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
会
議
室
１・
２

【
利
用
料
金
】　
無
料

【
お
知
ら
せ
】

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
当
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-
５
５
５
０

認
知
症
予
防
教
室

　

今
月
の
教
室
は
、「
手
づ
く
り
パ
ズ

ル
で
脳
も
イ
キ
イ
キ
！
～
第
二
弾
～
」

で
す
。
作
業
療
法
士
と
と
も
に
体
操
や

パ
ズ
ル
の
制
作
を
行
う
こ
と
で
、
体
や

脳
の
活
性
化
を

図
り
、
イ
キ
イ

キ
と
し
た
身
体

づ
く
り
の
コ
ツ

を
学
び
ま
し
ょ

う
。

【
対
象
者
】

　
65
歳
以
上
で
明
日
香
村
在
住
の
方

【
日
時
】　
６
月
20
日（
木
）14
時
～
15
時

【
申
込
期
限
】　
６
月
17
日（
月
）ま
で

【
参
加
費
】　
無
料

【
場
所
】　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
会
議
室
１・
２

【
お
知
ら
せ
】

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
ま
す
。
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
当
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４-

２
７
４
０

ひ
き
こ
も
り
相
談

（
出
張
相
談
会
）

【
日
時
】

　
６
月
12
日(

水)

　
６
月
14
日（
金
）

　
６
月
28
日（
金
）

　
10
時
～
16
時

【
場
所
】　

　
奈
良
県
橿
原
総
合
庁
舎

　
【
６
月
12
日（
水
）】

　
か
し
は
ら
ナ
ビ
プ
ラ
ザ

　
【
６
月
14
日（
金
）・
６
月
28
日（
金
）】

【
相
談
内
容
】

　

ひ
き
こ
も
り
で
お
悩
み
の
方
や
ご
家

族
か
ら
の
相
談（
最
長
50
分
）

※
要
予
約

【
相
談
員
】

　
臨
床
心
理
士
等

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

　
☎
０
７
４
２-

２
７-

８
１
３
０

障
が
い
当
事
者
交
流
会

　

橿
原
市
・
高
取
町
・
明
日
香
村
地
域

生
活
支
援
協
議
会
で
は
、
地
域
で
暮
ら

す
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
当
事

者
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

茶
話
会
形
式
で
、
障
が
い
の
種
別
問

わ
ず
、
幅
広
く
当
事
者
の
方
に
参
加
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
楽
し

い
」、「
自
分
以
外
の
障
が
い
の
あ
る
方

と
話
し
、生
き
る
活
力
と
な
っ
た
」な
ど
、

好
評
で
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
日
程
】　
６
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
頃
〜
15
時
頃

【
場
所
】　
橿
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
健
康
増
進
室

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

健　康
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介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た

　

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
昨
年
ま

で
の
ひ
と
月
あ
た
り
５
，
６
０
０
円

か
ら
５
，
８
０
０
円
（
年
額
で
６
７
，

２
０
０
円
か
ら
６
９
，
６
０
０
円
）
に

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
後
３
年
間
の
65
歳
以
上
の
被
保
険

者
数
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み
な

ど
「
明
日
香
村
第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
に
基
づ
い
て
決
定
し
た
も
の
で

す
。

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
は
、
本
人
お
よ
び
世
帯
の
市

町
村
民
税
の
課
税
状
況
や
合
計
所
得
金

額
等
に
基
づ
き
、
別
表
の
所
得
段
階
に

応
じ
た
保
険
料
の
設
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
や
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

に
安
心
し
て
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
の
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

買
い
物
支
援
事
業

　

ス
ー
パ
ー
等
へ
の
お
出
か
け
に
不
安

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
あ
す
か
デ
マ
ン

ド
乗
合
交
通
の
利
用
や
、
自
宅
か
ら
停

留
所
ま
で
の
往
復
、
店
内
で
の
移
動
等

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
買
い
物
へ
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　

70
歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
者
で
明
日

香
村
在
住
の
方

【
内
容
】

・�

あ
す
か
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
の
登
録
、

予
約

・
自
宅
か
ら
停
留
所
ま
で
の
付
き
添
い

・
買
い
物
中
の
見
守
り

・
自
宅
へ
の
商
品
の
運
搬

・
そ
の
他
、
相
談
に
よ
り
対
応

【
日
程
・
行
き
先
】

①�

６
月
12
日（
水
）キ
リ
ン
堂
高
取
店

②�

６
月
27
日
（
木
）
イ
ズ
ミ
ヤ
橿
原
神
宮

前
店

　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
※
買
い
物
時
間
は
１
時
間
程
度
）

【
利
用
料
】　
５
０
０
円

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
明
日
香
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４-

２
７
４
０

所得段階 対　　象　　者
基準額に対する割合

現行
令和５年度

変更後
令和６年度

第１段階
○生活保護受給者
○�住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円以下の方

軽減対象
０．３

２０，１００円

軽減対象
０．２８５
１９，８００円

第２段階 ○�住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が８０万円を超えて１２０万円以下の方

軽減対象
０．５

３３，６００円

軽減対象
０．４８５
３３，７００円

第３段階 ○�住民税非課税世帯で、本人の合計所得金額と課税年金収入額の合
計が１２０万円を超える方

軽減対象
０．７

４７，０００円

軽減対象
０．６８５
４７，６００円

第４段階 ○�本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で本人
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の方 ６０，４００円 ６２，６００円

第５段階 ○�本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合）で本人
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円を超える方 ６７，２００円 ６９，６００円

第６段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が１２０万円未満の方 ８０，６００円 ８３，５００円

第７段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が１２０万円以上
２１０万円未満 ８７，３００円 ９０，４００円

第８段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が２１０万円以上
３２０万円未満 １００，８００円 １０４，４００円

第９段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が３２０万円以上
４２０万円未満

１１４，２００円

１１８，３００円

第１０段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が４２０万円以上
５２０万円未満 １３２，２００円

第１１段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が５２０万円以上
６２０万円未満 １４６，１００円

第１２段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が６２０万円以上
７２０万円未満 １６０，０００円

第１３段階 ○�本人が村民税課税で本人の合計所得金額が７２０万円以上 １６７，０００円

お知らせ
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（現行）令和４・５年度

➡
（改正後）令和６・７年度

・均等割額　５０,５００円 ・均等割額　５１,５００円

・所得割率　　　９.９３％ ・所得割率　１０.５５％※
※�基礎控除後の所得５８万円以下の被保険者は１０．０６％（Ｒ６
年度のみ）

・一人当たり
　上限額 ６６万円 ➡ ・一人当たり

　上限額 ８０万円※

※�障害認定を除いて、R６．４．１以降に資格取得した被保険者以外
等は７３万円 (令和６年度のみ）

ス
マ
ホ
講
座

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】※
全
４
回

①
１
回
目
：
７
月
４
日（
木
）

　

基
本
操
作
・
設
定
（
ボ
タ
ン
操
作
、

指
の
使
い
方
、
文
字
入
力
、
各
種
設
定
）

②
２
回
目
：
７
月
８
日（
月
）

　
基
本
ア
プ
リ（
電
話
、
住
所
録
、
メ
ー

ル
、
カ
メ
ラ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

③
３
回
目
：
７
月
18
日（
木
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
１
）（
基
本
設
定
、ト
ー
ク
）

④
４
回
目
：
７
月
22
日（
月
）

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
２
）（
ス
タ
ン
プ
、グ
ル
ー

プ
づ
く
り
）

・
受
付
：
12
時
30
分
～
13
時

・
講
座
：
13
時
～
15
時
30
分

【
場
所
】　
役
場
交
流
棟　
交
流
室
２

【
対
象
者
】　
明
日
香
村
在
住
の
方

※
全
４
回
の
講
座
に
出
席
可
能
な
方

【
定
員
】　
20
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】　
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
６
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

種
別（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
ま
た
は
ア
イ
フ
ォ

ン
）を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

電
子
自
治
体
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
ク
ラ
ブ

　
☎
０
７
４
２-

３
６-

８
５
２
０

　
月
～
木
曜
日
：
10
時
～
16
時

◎令和６・７年度の保険料率
　後期高齢者医療制度は、皆さまの保
険料のほか、現役世代からの支援金と
国や県、市町村が負担する公費によっ
て運営されています。
　後期高齢者医療制度では、財政運営
期間を２年間としており、この期間の
医療給付費等の財源に充てるため、次
のとおり保険料率の改定を行いました。

◎保険料賦課限度額の改定
　令和６年度から国の基準に合わせて
保険料賦課限度額の改定を行いました。
　これにより所得割率が抑制され、中
間所得者の負担軽減が図られています。

◎保険料の軽減
【保険料均等割額の軽減】
　世帯の所得状況に応じて次のとおり均等割額は軽減されます。
●�６５歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大１５万円を控除し、
軽減判定されます。
●�軽減判定は４月１日（４月２日以降に新たに加入した場合は加入した日）の世帯状況で行います。

対象者の所得要件
（同一世帯内の被保険者と世帯主の
総所得金額等の合計額）※１

均等割の軽減割

令和６・７年度

基礎控除額（４３万円）＋１０万円×（給与所得者等※２の数−１）以下 ７割

基礎控除額（４３万円）＋２９．５万円×（被保険者数）+１０万円
×（給与所得者等の数※2-１）以下 ５割

基礎控除額（４３万円）＋５４．５万円×（被保険者数）+１０万円
×（給与所得者等の数※2-１）以下 ２割

※１　�軽減の基準となる「１０万円×（給与所得者数等の－１）」は世帯主と同一世帯の被保険者に給与所得者
等が２人以上いる場合に計算します。

※２　一定の給与所得がある方または公的年金等の所得がある方

◎令和６年１２月２日に従来の保険証は廃止されます。１２月２日以降はマイナ保険証をご利用ください。
【問い合わせ】　住民課　☎５４-２２８２

後期高齢者医療保険料率を改定しました

お知らせ
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■改正理由
　国民健康保険は、病気や怪我をした時に備えて、加入した人たちがお金を出し合い、安心して医
療を受けられるようにするための助け合いの制度で、被保険者一人ひとりが納める保険税と国や県
などが支出する公費で運営されています。
　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」が平成２７
年５月に成立し、国民健康保険を将来にわたって守り続けるため、平成３０年４月からそれまでの
市町村に加え、奈良県も国民健康保険制度を担うことになりました。
　奈良県では国による国保改革に先駆けて県内市町村と連携し、令和６年度からの県内市町村保険
水準統一に向けた取組を進めてきました。その結果、奈良県では下記のとおり保険税の税率を改定
することとなりましたので、ご理解とご協力をお願いします。

■改正内容

税額計算の基礎となるもの 平成３０年度 令和６年度 改正内容改正前 改正後

医療分

所得割率 ７．８２％ ７．６４％ －０．１８％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
３１，０００円 ２７，６００円 －３，４００円

平等割額 一世帯当たり 一世帯当たり
２３，８００円 ２０，０００円 －３，８００円

課税限度額 ６５万円 ６５万円 据え置き

後期高齢者
支援金分

所得割率 ２．５０％ ３．２７％ ＋０．７７％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
１０，２００円 １１，５００円 ＋１，３００円

平等割額 一世帯当たり 一世帯当たり
７，８００円 ８，４００円 ＋６００円

課税限度額 ２２万円 ２２万円 据え置き

介護納付金分
（４０歳から６４歳）

所得割率 ３．００％ ３．０３％ ＋０．０３％

均等割額 加入者１人当たり 加入者１人当たり
２０，４００円 １６，９００円 －３，５００円

課税限度額 １７万円 １７万円 据え置き

■保険税軽減範囲が拡大されます
　令和６年度から低所得世帯の軽減判定所得額が以下のとおり変更になります。
軽減割合 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額
７割軽減 「基礎控除額（４３万円）を超えない世帯
５割軽減 「基礎控除額（４３万円）＋２９万５千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
２割軽減 「基礎控除額（４３万円）＋５４万５千円×世帯の被保険者数」を超えない世帯
※軽減判定は４月１日の世帯の状況で行います。

各加入世帯の国民健康保険税の税額は、７月中旬にお届けする納税通知書でお知らせします。

◎�令和６年１２月２日に従来の保険証は廃止されます。１２月２日以降はマイナ保険証をご利用く
ださい。

【問い合わせ】　住民課　☎５４－２２８２

国民健康保険税の税率が変わります

お知らせ
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①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）

②普通徴収（事業所得者等の方）

③公的年金等に係る所得に係る特別徴収（年金所得者の方）

（定額減税の対象となる方）

　日本経済をデフレに後戻りさせないための措置の一環として、令和６年度税制改正において、令
和６年分の所得税および令和６年度分の個人住民税において定額減税が実施されることとなりました。
　個人住民税の定額減税の概要は以下のとおりです。

【対象となる方】
○前年の合計所得金額が１，８０５万円以下の個人住民税所得割の納税義務者

【減税額】
○本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円（配偶者特別控除、専従配偶者、専従者を除く）
※１ 定額減税の対象となる方は、国内に住所を有する方に限ります。
※２ 同一生計配偶者及び扶養親族の判定は、原則、前年１２月３１日の現況によります。
※３ �控除対象配偶者以外の同一生計配偶者の方がいる場合は、令和７年度分の個人住民税において

１万円の定額減税が行われます。

【徴収方法（令和６年度分）】
①給与所得に係る特別徴収（給与所得者の方）
　令和６年６月分は徴収されず、定額減税「後」
の税額が令和６年７月分～令和７年５月分の
１１か月で均されます。
②普通徴収（事業所得者等の方）
　定額減税「前」の税額をもとに算出された第
１期分（令和６年６月分）の税額から控除され、
控除しきれない場合は、第２期分（令和６年９
月分）以降の税額から、順次控除されます。
③公的年金等に係る所得に係る特別徴収
　（年金所得者の方）
　定額減税「前」の税額をもとに算出された令
和６年１０月分の特別徴収税額から控除され、
控除しきれない場合は、令和６年１２月分以降
の特別徴収税額から、順次控除されます。

【その他】
○�減税額については、納税通知書の裏面または特別徴収税額通知書の摘要欄に記載があります。
○�定額減税は、住宅ローン控除や寄附金税額控除など、全ての控除が行われた後の所得割額から減
税されます。
○�減税しきれない場合は、別途給付金（調整給付）が支給されます。給付金の詳細は 内閣官房ホー
ムページ「新たな経済に向けた給付金・定額減税一体措置」をご参照ください。
　(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/benefit2023/index.html）
○�所得税（国税）の定額減税の詳細は、 国税庁ホームページ「定額減税特設サイト」 をご参照くださ
い。(https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm）

【問い合わせ】　住民課　☎５４－２２８２

個人住民税の定額減税が行われます

お知らせ

広報あすか17

お
知
ら
せ



森林環境税（国税）と個人住民税均等割の税額
税　　目 令和5年度まで 令和6年度以降
村民税
均等割額 3,500円（注1） 3,000円（注1）

県民税
均等割額

2,000円（注1）
（内500円は奈良県
森林環境税）

1,500円（注1）
（内500円奈良県森
林環境税）

森林環境税
（国税） － 1,000円

合　　計 5,500円 5,500円
（注1）�東日本大震災からの復興に関し防災施策に必要な財源

の確保のため平成26年度から令和5年度まで均等割額が
1,000円引き上げられています。（村民税500円、県民税
500円）

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

⑴
森
林
環
境
税（
国
税
）の
課
税

　

森
林
環
境
税
と
は
、
森
林
の
整
備
等

に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国
税

で
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
個
人
村
民
税
の
均

等
割
額
と
併
せ
て
１
人
年
額
１
，
０
０

０
円
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
に

基
づ
き
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
均
等
割

額
１
，
０
０
０
円
の
引
き
上
げ
が
令
和

５
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

【
訪
問
日
】

　
６
月
21
日（
金
）　
９
時
～
15
時
頃

【
対
象
地
域
】

　
高
市
地
区
の
独
居
・
高
齢
者
世
帯
等

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
財
政
課

　
☎
５
４-

２
０
０
１

吉
野
川
分
水
の
通
水
が

は
じ
ま
り
ま
す

①�

吉
野
川
分
水
施
設
の
用
水
路
・
樋
門

（
ひ
も
ん
）・
ゲ
ー
ト
等
の
農
業
用
水

利
施
設
に
む
や
み
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

②�

水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
ゴ
ミ
、

草
等
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③�

村
内
の
河
川
（
飛
鳥
川
、
百
貫
川
、

戒
外
川
、
中
の
川
、
高
取
川
、
平
田

川
、
桧
前
川
等
）
は
急
激
な
流
量
の

増
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
遊

び
、
水
泳
、
魚
釣
り
、
土
木
工
事
等

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
大
和
平
野
土
地
改
良
区

　
☎
２
２-

２
０
５
２

⑵�

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等
に
係
る

課
税
方
式
の
選
択
等
の
見
直
し

　

村
県
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
お
よ
び
譲
渡

所
得
等
に
係
る
所
得
の
課
税
方
式
に
つ

い
て
、
所
得
税
と
村
県
民
税
に
お
い
て

異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
が
可
能
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
か
ら

は
、
所
得
税
と
村
県
民
税
の
課
税
方
式

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※�

扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除
の
適
用
、

保
険
料
の
算
定
基
準
な
ど
に
影
響
が

で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑶�
国
外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
等

の
見
直
し

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
扶
養
控
除
等
の

対
象
と
な
る
国
外
居
住
親
族
の
要
件
が

厳
格
化
さ
れ
、
原
則
と
し
て
30
歳
以
上

70
歳
未
満
の
親
族
が
扶
養
控
除
の
適
用

対
象
外
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
以

下
の
方
は
扶
養
控
除
等
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

留
学
に
よ
り
国
内
に
住
所
お
よ
び
居

所
を
有
し
な
く
な
っ
た
者

②
障
が
い
者

③�

そ
の
納
税
義
務
者
か
ら
前
年
に
お
い

て
生
活
費
ま
た
は
教
育
費
に
充
て
る

た
め
の
支
払
を
38
万
円
以
上
受
け
て

い
る
者

　

な
お
、
国
外
居
住
の
配
偶
者
が
配
偶

者
控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に
つ
い

て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
課

　
☎
５
４-

２
２
８
２

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

日
本
年
金
機
構
職
員
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
電
話
で
お
客

様
の
年
金
受
給
額
や
同
居
人
の
有
無
、

預
貯
金
口
座
番
号
な
ど
を
お
聞
き
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
誘
導
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
回
答
せ
ず
に
、
相
手
の
言
う
電
話
番

号
で
は
な
く
必
ず
年
金
事
務
所
の
代
表

電
話
に
か
け
直
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
桜
井
年
金
事
務
所

　
☎
４
２-

０
０
３
３

女
性
消
防
団
に
よ
る

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

　

明
日
香
村
女
性
消
防
団
に
よ
る
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方
等
を
対
象
に「
防

火
訪
問
」を
実
施
し
ま
す
。

お知らせ
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２
０
２
４
年
台
湾
東
部
沖
地
震

救
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

　

４
月
３
日
に
台
湾
の
東
部
沖
沿
岸
に

お
い
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

４
の
地
震
に
よ
り
、
台
湾
全
域
で
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
台
湾
赤
十
字

組
織
が
行
う
救
援
、
復
興
支
援
活
動
お

よ
び
防
災
減
災
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、

救
援
金
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

奈
良
県
支
部
で
も
、
左
記
の
と
お
り

義
援
金
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
名
称
】

　
「
２
０
２
４
年
台
湾
東
部
沖
地
震
」

　
救
援
金

【
受
付
期
間
】

　
６
月
28
日（
金
）ま
で

【
振
込
先
】

〇
銀
行
振
込

　
口
座　
南
都
銀
行
／
南
支
店
／
普
通

　
Ｎ
ｏ
．
３
６
３
９
９
１

　
名
義　
日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

※�

南
都
銀
行
窓
口
に
は
、
日
本
赤
十
字

社
奈
良
県
支
部
宛
の
専
用
振
込
用
紙

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※�

備
考
欄
に
「
２
０
２
４
年
台
湾
東
部

沖
地
震
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
三
井
住
友
銀
行
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら

の
振
り
込
み
は
、
日
本
赤
十
字
社
奈

良
県
支
部
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の
上
、
振

込
先
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

消
費
生
活
相
談
か
ら

使
っ
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の

解
約
忘
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

《
事
例
》

　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
を
調
べ
る

た
め
に
ネ
ッ
ト
上
で
専
門
家
に
相
談

で
き
る
有
料
サ
イ
ト
に
ト
ラ
イ
ア
ル

登
録
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
決

済
手
段
と
し
て
入
力
し
た
。

　

代
金
は
５
０
０
円
だ
っ
た
。
質
問

は
解
決
し
た
が
、
そ
れ
以
降
、
毎
月

約
５
千
円
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
数

カ
月
後
に
気
付
い
た
。

　

解
約
し
た
い
が
、
契
約
時
に
入
力

し
た
情
報
を
忘
れ
て
し
ま
い
ロ
グ
イ

ン
で
き
な
い
。

	

（
70
歳
代
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン(

以
下「
サ
ブ

ス
ク
」
と
い
う
。)

と
は
、
定
額
を
定

期
的
に
支
払
う
こ
と
で
、
一
定
期
間
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●�

サ
ブ
ス
ク
は
、ト
ラ
イ
ア
ル（
お
試
し
）

を
申
し
込
む
際
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
登
録
が
必
要
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル

期
間
内
に
解
約
し
な
け
れ
ば
自
動
的

に
定
額
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
し
、
支
払

い
が
続
き
ま
す
。
申
し
込
む
前
に
Ｈ

Ｐ
な
ど
で
利
用
規
約
や
解
約
方
法
を

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●�

解
約
は
、
事
業
者
の
定
め
る
方
法
で

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
時
に
登
録
し
た
パ
ス
ワ
ー

ド
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
の
で
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●�

利
用
し
て
い
な
い
サ
ブ
ス
ク
の
請
求

に
す
ぐ
気
づ
け
る
よ
う
に
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
等
の
明
細
は
毎
月
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○�

消
費
生
活
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
や
通
販
の
商
品
に
納
得
で
き
な

い
、
不
本
意
な
契
約
、
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
お
困

り
ご
と
が
あ
る
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
お
手
伝
い
も
可

能
で
す
。

※�

個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

お
よ
び
、
事
業
者
等
団
体
か
ら
の
相

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
相
談
日
時
】

　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
。）　
13
時
～
16
時

【
場
所
】　
役
場　
相
談
室
中

【
問
い
合
わ
せ
】

・
明
日
香
村
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
☎
５
４–

２
２
８
２

・�

相
談
日
時
以
外
で
お
急
ぎ
の
方
は
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

　
☎
１
８
８

＊�

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

な
が
り
ま
す
。

お知らせ
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▲万葉文化館ＨＰ

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
展
覧
会
〉

■�

特
別
展｢

生
誕
１
１
０
年　
佐
藤
太

清
展　
水
の
心
象｣

　

佐
藤
太
清
が
生
涯
に
わ
た
り
多
数
描

き
出
し
た
「
水
」
に
関
す
る
作
品
に
着
目

し
、
約
70
年
の
画
業
に
お
け
る
心
象
世

界
を
作
品
で
展
観
し
ま
す
。

【
会　
期
】

　
５
月
18
日（
土
）～
７
月
７
日（
日
）

【
観
覧
料
】

　
一
般　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生　
５
０
０
円

　
小
・
中
学
生　
　
３
０
０
円

関
連
イ
ベ
ン
ト

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

�

太
清
絵
画
と
音
楽
ー
絵
画
世
界
か
ら
生

ま
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ま
と
っ
て
ー

　
（
無
料
・
申
込
不
要
）

【
日
時
】

　
６
月
９
日（
日
）

　
14
時
～
15
時
30
分（
開
場
13
時
30
分
）

【
出
演
者
】

　
諸
岡
由
美
子
氏（
チ
ェ
ロ
）

　
岩
崎
宇
紀
氏（
電
子
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

【
ト
ー
ク
ゲ
ス
ト
】

　
小
渕
暁
子
氏（
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　

安
田
晴
美
氏
（
美
術
史
家
・
福
知
山

市
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
顧
問
）

【
定
員
】　
１
５
０
名（
先
着
順
）

〈
講
座
〉

■
万
葉
集
を
よ
む　
（
無
料
）

　
「
春
の
雑
歌(

ぞ
う
か)

（
３
）（
巻
８・

１
４
３
２
～
１
４
４
０
番
歌
）｣

【
日
時
】

　
６
月
26
日（
水
）14
時
～
15
時
30
分

【
講
師
】　
中
本 

和(

当
館
主
任
研
究
員)

【
定
員
】　
１
５
０
名（
予
定
） 

　

会
場
参
加
は
申
込
不
要
・
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
の
み
要
事
前
申
込

〈
イ
ベ
ン
ト
〉

｢

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

春｣
 

６
月
９
日（
日
）ま
で
開
催
中

■
万
葉
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
ラ
リ
ー（
無
料
）

【
日
時
】　
６
月
９
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

※
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

　
☎
５
４-

１
８
５
０

【
休
館
日
】

　
月
曜
日(
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日) 

【
開
館
時
間
】

　
10
時
～
17
時
30
分（
入
館
は
17
時
ま
で
）

地
域
計
画
策
定
地
域
を

募
集
し
ま
す

地
域
計
画
と
は

　

地
域
の
農
地
を
適
切
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
で
話
し
合
い

を
重
ね
て
、
①
地
域
農
業
の
「
将
来
の

あ
り
か
た
」
の
計
画
書
②
１
筆
ご
と
に
、

現
在
の
農
地
利
用
の
状
況
を
示
し
た
地

図
（
現
況
地
図
）
③
１
筆
ご
と
に
、
10
年

後
の
農
地
利
用
の
姿
を
示
し
た
地
図（
目

標
地
図
）　
を
示
し
た
も
の
で
す
。

※�

地
域
の
単
位
は
、「
集
落
単
位
」
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
農
業
に
関
す
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
集
落
ご
と
に
幅

広
い
方
々
が
参
加
す
る
「
話
し
合
い
の

場
」
を
設
置
し
、
地
域
の
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
た
「
地
域
計
画
」
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】　
６
月
14
日（
金
）ま
で

【
応
募
方
法
】

　

観
光
農
林
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
観
光
農
林
推
進
課

　
☎
５
４-

９
０
２
０

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た

り
人
権
の
考
え
を
広
め
た
り
す
る
活
動

を
し
て
い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　
同
委
員
制
度
は
、
人
権
思
想
を
広
め
、

地
域
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
創
設
さ
れ
た
、
諸
外

国
に
例
を
見
な
い
制
度
で
す
。

　

現
在
、
約
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
全
国
の
各
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年
６
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

悩
み
事
が
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
特
設
相
談

【
日
時
】　
６
月
６
日（
木
）13
時
～
15
時

【
場
所
】　
中
央
公
民
館

【
料
金
】　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　
住
民
課

　
☎
５
４-

２
２
８
２

※�

通
常
の
相
談
日
は
毎
月
第
２
木
曜
日

で
、
時
間
・
場
所
は
同
じ
で
す
。

お知らせ・募集
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▲Web予約フォーム

▲人事院ＨＰ

▲足の指の力を
　測ってみよう

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

参
加
者
募
集

　
体
重
が
気
に
な
る
方
、
体
力
が
落
ち

た
と
感
じ
る
方
、
い
つ
も
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
る
方
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

【
日
時
】

　
７
月
４
日（
木
）

　
受
付　
９
時
45
分
〜

　
講
座　
10
時
〜
正
午

【
内
容
】

・
ミ
ニ
講
話「
正
し
い
歩
き
方
」

　
講
師
：
畿
央
大
学

　
　
　
　
健
康
科
学
部
理
学
療
法
学
科

　
　
　
　
福
本　
貴
彦 

教
授

・
実
際
に
歩
い
て
み
よ
う

・
足
指
の
握
力
測
定

 

【
申
し
込
み
期
間
】

　
６
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

　

電
話
、
来
庁
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】　
20
名

【
場
所
】　
役
場
交
流
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】　
無
料

【
持
ち
物
】　
飲
料
・
タ
オ
ル

　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

お
や
こ
料
理
教
室

参
加
者
募
集

　
毎
日
食
べ
る
食
事
は
健
康
と
深
く
関

係
し
ま
す
。
減
塩
が
で
き
て
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
食
事
を
親
子
で
作
っ
て
み

ま
し
ょ
う
！

【
対
象
者
】

　
村
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

【
日
時
】

　
７
月
27
日（
土
）

　
10
時
〜
正
午（
予
定
）

【
予
約
方
法
・
期
間
】

　
６
月
27
日（
木
）～
７
月
３
日（
水
）

　

電
話
、
来
庁
、
Ｗ
ｅ
ｂ
の
い
ず
れ
か

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

・
も
ち
麦
ご
は
ん

・
ポ
ー
ク
チ
ャ
ッ
プ

・
キ
ャ
ベ
ツ
と
き
ゅ
う
り
の
サ
ラ
ダ

・
牛
乳
み
か
ん
ゼ
リ
ー

＊�

メ
ニ
ュ
ー
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

＊�

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
は
申
込
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】　
10
組（
先
着
順
）

＊�

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
。

【
場
所
】　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
栄
養
指
導
室

【
参
加
費
】　
無
料

【
持
ち
物
】　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ

オ
ル
・
飲
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
５
４-

５
５
５
０

＊�

就
学
前
お
子
様
の
預
か
り
が
必
要
な

方
は
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ｗ
ｅ
ｂ
で
申
し
込
み
の
方
は
、フ
ォ
ー

ム
内
に
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

★
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
時
開
催

　
９
時
〜
正
午

　
（
詳
細
は
広
報
７
月
号
に
掲
載
予
定
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
５
４-

２
７
４
０

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職

試
験
（
高
卒
者
試
験
）

【
申
込
受
付
期
間
】

　
６
月
14
日（
金
）～
６
月
26
日（
水
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
第
１
次
試
験
日
】　
９
月
１
日（
日
）

【
試
験
地
】　
大
阪
市
ほ
か 

【
問
い
合
わ
せ
】

　
人
事
院
近
畿
事
務
局　
試
験
第
二
係

　
☎
０
６-

４
７
９
６-

２
１
９
１

　

詳
細
は
人
事
院
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」へ

募　集
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主催：明日香村文化協会
①明日香村の歴史探訪（フィールドワーク）
　『飛鳥の遺跡を“再発見”するフィールドワーク』（小雨決行）
【講　　　師】明日香村教育委員会文化財課 課長補佐　　西光　慎治　
【日時・内容】

第１回 １２月　８日（日） １３時～ 飛鳥稲淵宮殿跡→マラ石→太子の胞
え

衣
な

塚
づか

伝承地→坂田寺跡→都塚古墳
【集合場所】飛鳥稲淵宮殿跡駐車場（旧祝戸荘駐車場）

第２回 令和７年
　２月　２日（日） １３時～

『東漢氏の遺跡を訪ねて』
檜隈寺跡→檜前遺跡群→阿部山遺跡群→観覚寺遺跡
【集合場所】明日香村近隣公園駐車場

第３回 令和７年
　３月１６日（日） １３時～

『甘樫丘周辺を探る』
平吉遺跡→甘樫丘東麓遺跡とその周辺遺跡
【集合場所】 あすか夢の楽市駐車場（明日香村埋蔵文化財展示室前）

※日程・内容等については変更となる場合があります。

②古文書で読み解く飛鳥
　※くずし字の読み方を『西国三十三所名所図会』で基礎から学びます。
　　本年度は「飛鳥川上坐宇須多岐比賣命神社」から読み解きます。
【講　　　師】からくりおもちゃ館館長　奈良大学講師　　安田　真紀子　先生
【日時・場所】

第１回 　６月２２日（土）
１３時３０分～１５時 明日香村中央公民館第２回 　８月２４日（土）

第３回 １１月３０日（土）
【申込期限】実施日の１週間前
【参 加 費】１講座 ：１，０００円（当日徴収）※明日香村文化協会会員は無料
【申し込み・問い合わせ】明日香村教育委員会文化財課（土・日・祝日は閉庁）
　　　　　　　　　　　　〒６３４-０１４２　明日香村大字橘２１　☎５４-５６００
※現時点の予定です。中止・延期の場合は連絡します。

主催：明日香村文化協会
講　座　名 月 日 曜 時　間 場所 講　師 備　　　考

篆
てん

　刻
こく

石に文字を彫ろう

7 6 土
１３時３０分～
１７時

中央公民館
喜多芳邑

・材料費　５００円
・申込期間
　６月５日（水）～６月１７日（月）
・定員　１５名（先着）7 9 火 公民館別館

水彩画 7 13 土 １３時～１６時 中央公民館 東　紀子
・内容：うちわに絵を描きます
・材料費：５００円程度（うちわ代）
・持ち物：用具
・定員：１０名（先着）

懐かしの歌を歌おう 7 16 火 １３時～１５時 中央公民館 井上澄子 ・内容：唱歌・叙情歌などを歌います

砂絵 7 19 金 　９時３０分～
１１時３０分 中央公民館 南澤恭石

・内容：�自然の風景を砂と石で表現します
・持ち物：無
　※用具は事務局が用意します。

切り絵 7 20 土 １３時～１５時 中央公民館 森脇新一郎 ・材料費：５００円
・持ち物：筆記用具・はさみ
※�マット、カッターは準備しますが、ご自
身のものがあれば持参してください。

切り絵
（※作品完成の予備日） 7 27 土 １３時～１５時 中央公民館

別館 森脇新一郎

絵手紙 8 9 金 　９時３０分～
１１時３０分 中央公民館 愛水香薫

・材料費：１００円
・持ち物：�描きたい題材（野菜・花・日用

品）
※�絵手紙用の画材や絵の具をお持ちの方は
持参してください。お持ちでない方には
貸し出します。

書道 8 11 日 １３時～１６時 中央公民館 稲垣小燕 ・材料費：５００円程度（色紙代等）
・持ち物：用具

あすか物語 8 25 日 　９時３０分～
１１時 中央公民館 脇田宗孝

・参加費：無料
・内　容：�あすか物語の中で、焼物を通し

てお話をします。
【申込期限】実施日の１週間前（篆刻を除く）
【参 加 費】５００円（当日徴収）※明日香村文化協会会員は無料
【申し込み・問い合わせ】明日香村教育委員会文化財課（土・日・祝日は閉庁）
　　　　　　　　　　　　〒６３４-０１４２　明日香村大字橘２１番地　☎５４-５６００
※現時点の予定です。中止・延期の場合は連絡します。

令和６年度　文化協会文化講座

令和６年度　文化協会夏期講座

募　集
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ノルディック・ウォーク教室
６月１２日（水）９時～１１時頃　高松塚古墳方面！
【集合・出発】中央公民館
【参加費】会員無料　非会員村内３００円・村外５００円
【申し込み】当日参加もＯＫです。　※レンタルポール（１００円）あります。
　※当日午前７時の天気予報で奈良県北部午前中の降水確率が５０％以上の時は中止します。
　※雨天中止の場合は、１７日（月）に振り替えます。

一緒にグラウンド・ゴルフを楽しむ仲間を大募集！一緒にグラウンド・ゴルフを楽しむ仲間を大募集！
誰でも、気軽に、いついつまでも楽しくできるスポーツ「グラウンド・ゴルフ」！

　高度な技術は必要とせず、ルールも簡単ですぐに楽しむことができるグラウンド・ゴルフを一緒
に楽しみましょう。明日香村グラウンド・ゴルフ協会として近隣公園多目的グラウンドにて合同で
活動していますが、お近くの場所で少人数での活動もしています。
　いつでも体験していただけますので、一度お問い合わせください。

【申し込み・問い合わせ】ＮＰＯ法人楽スポあすか　☎５４-２８１０（平日９時～１７時）

明日香村主催　トレッキング教室の参加者募集
【第３回６月教室】大国見山【天理市】
　○日曜コース・・６月９日（日）　○火曜コース・・６月１１日（火）　８時～１６時３０分頃
　《歩行時間：約４時間　歩行距離：約７．８㎞　標高差：５００ｍ》
【集合場所】明日香村役場駐車場
【行程】��バス・・石上神宮→桃尾の滝→大親寺→大国見山（昼食・講習）→岩屋磨崖仏→
　　　　岩屋の街並み→天理東ＩＣ付近・・バス
【対象】小学生以上８０歳以下の方　ただし、小学生は保護者同伴に限らせていただきます。
【参加費】各コース１,０００円　【保険料】各回１００円
【定員】各コース１８名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【スポーツ振興くじ助成事業】
【申し込み】各コースとも６月３日（月）～４日（火）に中央公民館へ申し込みください。
　　　　　　※複数名での申し込みは、ご家族に限らせていただきます。

明日香村中央公民館　☎５４-３６３６（平日９時～１７時）

【目的】
　作品創作をとおして高齢者の積極的な社会参
加と生きがいづくりを推進するとともに、高齢
者の社会文化活動について一層の普及啓発を図
ります。
 【開催場所及び日時】
　大和高田市文化会館（さざんかホール）
　２階展示ホール
　８月３１日（土）～９月４日（水）（５日間）
　９時３０分～１６時

【出品資格者】
　県内在住で昭和４１年４月１日以前に生まれ
たアマチュアの方

【出品部門】
　日本画、洋画、書、工芸、写真（５部門）

【出品作品】
　作品は、出品者により創作されたもので、１
部門につき１人１点までとし、未発表のものに
限ります。

【出品手数料】
　１点 １，０００円（振込手数料を除く）

【出品申込】
　健康づくり課にて要項配布・受付
　☎５４-５５５０

【申込締切】７月２６日（金）

第５３回シニア県展へ出品しませんか？

こんにちは「楽
たの

スポ あすか」からのお知らせです！

募　集
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「飛鳥・藤原」を世界遺産に！

令和６年度　納期限
村県民税　第一期
７月１日（月）

村民の声を村政に!!
　議会懇談は毎月第３火曜日
に行っていますので、お気軽
にご来庁ください。

問い合わせ 役場議会事務局

電話　54ｰ2107

村 の 人 口

明日香村では、関係団体等のご協力により各種相談窓口を設置しています。
お気軽にご相談ください。

この広報紙は再生紙を使用しております。

６月の相談日

内容 日（曜日）・時間 場所 相談内容 相談員 問い合わせ

人権相談
６月　６日（木）
１３日（木）

１３時～１５時
中央公民館

いじめ、体罰、差別や嫌がら
せなどによる人権侵害につい
ての相談

人権擁護
委員

住民課
☎５４−２２８２

行政相談 第３木曜日
１３時～１５時 中央公民館

年金、登記、窓口サービスな
ど国や県、村の行政に対する
意見や提案などを随時お受け
します。

行政相談
委員

総務財政課
☎５４−２００１

消費生活
相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１３時～１６時

明日香村役場
１階相談室

納得できない商品、不本意な
契約、訪問販売や電話勧誘な
ど消費生活に関する相談を専
門の相談員がお受けします。

消費生活
相談員

住民課
☎５４－２２８２

心配ごと
相談

第３水曜日
１３時～１５時

健康づくり課
窓口

職業、健康、教育、結婚など
人にはいえない心配ごとや悩
み事の相談
※�前日までに要予約

保健師　等 健康づくり課
☎５４−５５５０

ひきこもり
相談

（出張相談会）

①１２日（水）
②１４日（金）
③２８日（金）
１０時〜１６時

①奈良県
　橿原総合庁舎
②③かしはら
　　ナビプラザ

ひきこもりでお悩みの方やご
家族からの相談（最長５０分）
※要予約

臨床心理士
等

奈良県
ひきこもり相談窓口
☎０７４２－
　２７－８１３０

教育相談

毎週火曜日
（祝日を除く。）
１０時～
１７時１５分

明日香村役場
１階ミーティング
ルーム１

子育てや家族のことについて、
またお子さんのことについて
子どもを育てていく上での悩
みや不安などを相談
※�相談日前日までに要予約

臨床心理士 教育課
☎５４－３６３７

法律相談

第２・３・５
水曜日

１３時～１６時

橿原市観光交流
センター４階
（大和八木駅前）

金銭関係（交通事故等）、不動
産関係（登記等）、家庭関係（遺
産相続等）などの相談
※２週間前に事前予約必要

弁護士

中南和
法律相談センター
（奈良弁護士会）
☎０７４２－
　２２－２０３５

第１・３・５
火曜日

１３時～１６時

桜井市役所
１階

広
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合　計
5,107人（−7）
世帯数

2,187世帯（＋2）

男
2,463人（−7）

女
2,644人（±0）

令和6年5月1日現在　（　）は前月比
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